
レッスンが再開した時の気持ちは「嬉しい」の一言

でしたが、でも、これからどうなるか先が見えない状

況の中でスタートしたのですごく不安もありました。避

難所や全国各地を周ると決まった時には、一人ひとり

の状況を把握しているわけではないですし、避難所＝

被災者の生活の場でもあるので、そこに衣装を着て、

にこにこして踊っていいのかなって。自分たちも地震を

経験していたので、本当に喜んでもらえるのか不安だら

けでした。でも、いざやってみると、被災者の方から

すごく喜ばれて、みなさん笑顔と拍手で迎えてください

ました。自分たちが励まさなければならないのに、逆

に励まされて背中を押された感じでした。自分たちが

動けばきっと前進できると強く思えた瞬間でもあった

ので、そこで自信がつきましたし、笑顔になれるように

という気持ちがどんどん強くなったように思います。

−「福島」でのボランティア活動
自分たちが震災を経験して、ボランティアの方であっ

たり、周りの人たちの支援というのは、すごく自分の心

に響きました。私たちが見えない所でも活動されてい

る方もたくさんいらっしゃって、本当に「感謝」という

ひと言です。「福島」といったら、原発事故もあったの

で、当時来る方はあまりいませんでした。そういう面も

気にせず、福島に入って「何か手伝うことはないか？」

と言ってくださる方に、たくさんお願いしてしまっていた

ので、その方々のためにも自分たちは強く生きなきゃい

けないと思いましたし、復興に向けて頑張っていきた

いという思いもあります。

そういう活動をしてくださった方がいるからこそ、被

災地の人も元気に笑顔でいられるというのもあるので、

ボランティアの皆さんには「ありがとうございます。こ

れからも応援よろしくお願いします。」と伝えたいです。

−ご近所さんを知らない？？
田舎だったので子どもの頃から、近所の人が集まっ

て盆踊りの練習をしたり、イベントを通して地域の人と

関わりがありました。

今は “個人個人”という考え方がやっぱり強いと思い

ます。そうではなくて、もっとオープンに心を開ける環

境があってもいいと思います。最近は、竜巻とか自然

災害が多いですし、いざ何かあったら、ご近所とのつ

ながりがあることで助け合いの気持ちもまた強くなる

と思います。

−「チーム」と「地域」は似ている
自分がチームの中にいて団結する気持ちというの

は、重要になってくると思っています。普段から相手を

思いやったり、信じる気持ちが大切です。

チームも地域も、いろいろな人たちの考え方があっ

て、意見もそれぞれあります。その中で、１つでも共通

の目標、たとえば「いい地域（チーム）にしたい」とい

うことがあれば、言葉がなくても自然に気持ちが通じ

あって、集まってくると思います。そういうことが、大

切だということを震災で学びました。ご近所の方と笑

顔で楽しく生活していけたら、皆が幸せに楽しく暮らせ

ると思います。

－これから
前進するしかないという感じです。笑顔でいることが

一番幸せ。窮地に立たされても笑顔で進むっていうこ

とは大切だと思いました。「笑っていればなんとかなる」

じゃないですけれども。

福島県いわき湯本温泉の豊富な湯量を活用した大型温
泉テーマパーク“スパリゾートハワイアンズ”。館内には
一年中常夏のプールゾーンや様々なスパやお風呂が満
載。フラガールによる迫力満点のポリネシアンショーも
楽しめます。宿泊施設も併設しており、宿泊者専用無料
送迎バスも東京駅ほか都内3カ所から毎日運行中。
◆施設名：スパリゾートハワイアンズ
◆住所：福島県いわき市常磐藤原町蕨平50
◆ＴＥＬ:0246-43-3191
10月は「東京都民感謝月間」実施中
10/1～10/31まで、東京都在住であることが確認できる証明書
（免許証など）を入場券購入時に窓口に提示すると、日帰り入場が
割引になります。詳しくは要問い合わせ。

※1　“フラガール全国きずなキャラバン”とは、

2011年5月3日にいわき市内避難所への慰問公演を皮切りにスタート。
福島県内や東北各県の被災地、長野県北部大地震の被災地、県内外
や首都圏の避難所、いわき市の親子都市・宮崎県延岡市や兄弟都市・
秋田県由利本荘市、九州や中国地方の炭鉱ゆかりの地、復興を遂げた
神戸市や広島市など、全国各所で巡回公演を行いました。
最終公演となった同年10月1日、2日の「いわき復興祭」まで、訪問先
は全国26都府県に韓国ソウル市を含め125か所、公演回数は247回に
上りました。
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